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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縫合糸を使用することなく柔組織を骨に付着させるための柔組織固定アセンブリであっ
て、
　骨の孔内に組み込まれるようになっている骨係止要素にして、軸線方向に沿って伸延し
、前端部位置に係止部分を有し、後端部位置に駆動部分を有する骨係止要素と、
　軸線方向に沿って伸延する連結要素と、
　骨係止要素及び連結要素の少なくとも一方から半径方向に且つその半径方向縁部に向け
て傾斜する状態で突状に伸延し、骨係止要素と連結要素との間に溶融界面を確立する１つ
以上のエネルギー配向部材にして、骨係止要素と連結要素とが、該骨係止要素及び連結要
素の少なくとも一方にエネルギーが提供されるに際して前記溶融界面位置においてその場
で相互に溶融し、それにより、骨係止要素と連結要素との間に組織捕捉領域を画定するエ
ネルギー配向部材と、
　を含み、
　該エネルギーが超音波エネルギーである柔組織固定アセンブリ。
【請求項２】
　連結要素が、その一端部位置にキャップを設けた支柱形態を有し、骨係止要素が、骨の
内部に骨係止要素を実質的に恒久的に組み込むための突出要素をその前端部位置に有し、
その駆動端部位置にはハブを有する請求項１の柔組織固定アセンブリ。
【請求項３】
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　骨係止要素が、連結要素の少なくとも一部分を受けるための少なくとも１つの穿孔を含
む請求項２の柔組織固定アセンブリ。
【請求項４】
　１つ以上のエネルギー配向部材が、骨係止要素及び連結要素の少なくとも一方に加えら
れるエネルギーを集中させるための、骨係止要素及び連結要素の少なくとも一方から伸延
する１つ以上の突出部分を含んでいる請求項３の柔組織固定アセンブリ。
【請求項５】
　突出部分が、骨係止部材の穿孔及び連結部材の少なくとも一方の位置から伸延する請求
項４の柔組織固定アセンブリ。
【請求項６】
　柔組織を縫合糸を使用することなく骨に付着させるための柔組織固定アセンブリであっ
て、
　骨の孔内に組み込まれるようになっている骨係止要素にして、前端部位置に係止部分を
有し、後端部位置に駆動部分を有する骨係止要素と、
　連結要素とを含み、
　骨係止要素と連結要素とが、該連結要素及び骨係止要素の少なくとも一方にエネルギー
が提供されるに際してその場で相互に溶融して連結要素と骨係止要素との間に組織捕捉領
域を画定するようになっており、連結要素が、その一端部の位置にキャップを設けた支柱
形態を有し、骨係止要素が、その前端部位置に、該骨係止要素を骨の内部に実質的に恒久
的に組み込むための突出要素を含み、骨係止要素がその駆動端部位置にハブを有し、連結
要素が、骨係止要素の相当するピン部分を受けるための穿孔を含み、連結要素と骨係止要
素との少なくとも一方が、該骨係止要素及び連結要素の少なくとも一方に加えられるエネ
ルギーを集中させるための１つ以上のエネルギー配向体を含み、　該エネルギー配向体が
、半径方向に且つその半径方向縁部に向けて傾斜する状態で突状に伸延し、
　該エネルギーが超音波エネルギーである柔組織固定アセンブリ。
【請求項７】
　エネルギー配向体が、連結要素の穿孔及び骨係止要素のピンの少なくとも一方から伸延
する複数の突出部分を含んでいる請求項６の柔組織固定アセンブリ。
【請求項８】
　連結要素が、アセンブリの組織捕捉領域の内部に突出し且つその外組織捕捉領域の内部
に柔組織を然るべく保持するようになっている１つ以上の組織接触部材を含んでいる請求
項２の柔組織固定アセンブリ。
【請求項９】
　組織接触部材が、アセンブリの組織捕捉領域に向けて伸延するバーブを含んでいる請求
項８の柔組織固定アセンブリ。
【請求項１０】
　アセンブリの組織捕捉領域が、連結要素のキャップと骨係止要素のピンとの間で連結要
素を取り巻く環状領域として画定される請求項２の柔組織固定アセンブリ。
【請求項１１】
　骨係止要素のハブが、骨係止要素の駆動端部位置あるいはその付近に位置付けられる請
求項１０の柔組織固定アセンブリ。
【請求項１２】
　骨係止要素のハブが、骨係止要素の前端部及び駆動端部の間に位置付けられる請求項１
０の柔組織固定アセンブリ。
【請求項１３】
　縫合糸を使用することなく柔組織を骨に付着させるための柔組織固定アセンブリであっ
て、
　各々が軸線方向に沿って伸延し且つ骨の各孔内に組み込むようになっている１つ以上の
骨係止要素にして、各骨係止要素が、その前端部位置に係止部分を有し、その駆動端部位
置に駆動部分を有する骨係止要素と、
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　軸線方向に沿って伸延するバンド要素と、
　骨係止要素及びバンド要素の少なくとも一方から半径方向に且つその半径方向縁部に向
けて傾斜する状態で突状に伸延し、前記１つ以上の骨係止要素とバンド要素との間に溶融
し得る界面を確立するための１つ以上のエネルギー配向部材にして、バンド要素が、該バ
ンド要素及び骨係止要素の少なくとも一方にエネルギーが提供されるに際して前記溶融し
得る界面位置で各骨係止要素と溶融状態で係合し、それにより、バンド要素と、１つ以上
の骨係止要素との間に組織捕捉領域を画定するようになっているエネルギー配向部材と、
を含み、
　前記エネルギーが超音波エネルギーである柔組織固定アセンブリ。
【請求項１４】
　一対の骨係止要素を含み、バンド要素がその各端部間を伸延し、バンド要素の前記各端
部が、骨係止要素における相当する構造部分と溶融状態で係合するようになっている請求
項１３の柔組織固定アセンブリ。
【請求項１５】
　単一の骨係止要素を含み、バンド要素がループを含み、該ループの各端部が、骨係止要
素と溶融状態で係合するようになっており、組織捕捉領域がループ内部の領域として画定
される請求項１３の柔組織固定アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の分野）
本発明は柔組織を骨に固定するため外科用固定装置に関し、詳しくは、縫合糸を使用しな
い柔組織固定装置に関する。
【０００２】
（従来の技術）
例えば、切れた靱バンドを骨に外科的に再付着させるような、柔組織の外科的修復に際し
て、多部材構成の装置を使用して柔組織を骨に固定することが知られている。多部材構成
の装置は代表的には、ネジその他の骨係止装置と、この骨係止装置に縫合糸を係止するた
めのボタン型装置とを含んでいる。骨に予め穿孔した穴にアンカーが組み込まれ、柔組織
は骨内部のこのアンカーに縫合糸を使用して固定される。縫合糸は結び目を作る代わりに
前記ボタン型装置を使用して相互に締着される。
こうした装置には、その品質及び強度が、縫合糸の品質及び強度及びあるいは、装置の骨
に対する取り付けの一体性により制限され得るという欠点がある。柔組織は、縫合糸が裂
けあるいは切れると骨内部のアンカーから外れてしまう。また、アンカーあるいはボタン
が滑るかあるいは外れると、柔組織は骨に係止されなくなる。
上述の装置には多部材構成であるが故の欠点もある。つまり、そうした装置では、ボタン
とアンカーとを連結する縫合糸に適宜の引張力を加えてその場で締着させ、その一方で、
アンカー及び柔組織に関するボタンの適宜の配向を維持し続けるのは困難である。
【０００３】
（解決しようとする課題）
従って、解決しようとする課題は、従来装置の欠点を克服する、外科用の柔組織固定装置
を提供することである。
【０００４】
（課題を解決するための手段）
本発明によれば、縫合糸を使用することなく柔組織セグメントを骨に付着するための一体
型の柔組織固定アセンブリが提供される。このアセンブリには、患者においてその場で相
互に溶着され、また、アセンブリ内の規定容積内において柔組織セグメントを押圧する２
つの部片が含まれる。
本発明の１様相に従えば、柔組織を骨に付着させるための、縫合糸を使用しない柔組織固
定アセンブリが提供される。
本アセンブリには、
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骨内の穴に組み込むようにされ、前端部位置に係止部分を、また後端部位置に駆動部分を
含む骨係止要素と、
連結要素と、
が含まれる。
骨係止要素と連結要素とは、その場で相互に連結されるようになっており、組み立て状態
において、これら各要素間には組織捕捉領域が確定される。
【０００５】
連結要素は１実施例では一端にキャップを取り付けた支柱の形態を有する。骨係止要素は
、この骨係止要素を骨の内部に実質的に恒久的に組み込んでおくためのネジ溝あるいはバ
ーブをその前端部位置に含むのが好ましい。骨係止要素は、連結要素と合致状態で係合す
るようになっており、また、半径方向に伸延するハブを含み、１実施例では、連結要素の
相当するピンあるいは脚部を受けるための少なくとも１つの孔を有している。骨係止要素
及び連結要素の一方あるいは両方は、アセンブリの何れかの部材に加えられるエネルギー
を集中させるための１つ以上のエネルギー配向体を含む。
エネルギー配向体は、アセンブリに加えられる超音波エネルギーを集中させるための、骨
係止要素及び連結要素の一方あるいは両方から外側に伸延する複数の突出要素を含む。
【０００６】
本発明の別の実施例において、連結要素は骨係止要素の相補的なピンあるいは脚部を受け
るための穿孔を含む。骨係止要素及び連結要素の一方あるいは両方は、アセンブリに加え
られるエネルギーを集中させるための１つ以上のエネルギー配向体を含む。
支柱形態の連結要素のキャップ部分は、柔組織中に伸延して柔組織をアセンブリの組織捕
捉領域内で然るべく保持するようになっている１つ以上の突出要素を含む。これらの突出
要素は、キャップ部分の周囲から伸延して組織捕捉領域に入るネジ溝あるいはバーブを含
み得る。
アセンブリの組織捕捉領域は、支柱形態の連結要素のキャップ部分と、骨係止要素のハブ
との間の環状領域として定義される。１実施例において、骨係止要素のハブは骨係止要素
の、前端部とは反対側の後端部位置に位置付けられる。他の実施例では骨係止要素のハブ
は、骨係止要素の前端部と後端部との間に位置付けられる。
【０００７】
本発明の他の様相に従えば、縫合糸を使用することなく柔組織を骨に固定するための方法
が提供される。
本方法には、
柔組織を縫合糸を使用することなく骨に固定させるための前述の柔組織固定アセンブリを
提供すること、
骨係止要素を組み込むための骨の所望の位置に孔を穿孔すること、
穿孔した孔に骨係止要素を組み込むこと、
骨に係止するべき柔組織のセグメントを骨内部の骨係止要素の上方に配置すること、
連結要素を、柔組織のセグメントを通して骨係止要素内に組み入れ、柔組織捕捉領域の内
部で柔組織のセグメントを保持すること、
連結要素を骨係止要素に結合して柔組織を骨に固定すること、
が含まれる。
【０００８】
　連結要素の骨係止要素への結合は、連結要素に超音波エネルギーを伝達させ、連結要素
を骨係止要素に関して振動せしめ且つその部分的に溶融せしめ、それにより、連結要素と
骨係止要素との干渉部分を接着させることが含まれる。
【０００９】
本発明の他の様相に従えば、縫合糸を使用せずに柔組織を骨に付着させるための柔組織固
定アセンブリが提供される。本アセンブリには、
骨の各孔内に組み込むようになっている１つ以上の骨係止要素にして、各骨係止要素が、
前端部位置に骨係止部分を有し、後端部位置に駆動部分を有する骨係止要素と、
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各骨係止要素と接着状態で係合するようになっているバンド要素にして、このバンド要素
と骨係止要素との間に組織捕捉領域を確定するバンド要素と、
が含まれる。
好ましい１実施例において、本アセンブリは、一対の骨係止要素と、各端部間を伸延しこ
れら一対の骨係止要素の相当する構造部分と接着状態で係合するようになっているバンド
要素とを含む。
他の好ましい実施例において、本アセンブリは、単一の骨係止要素と、ループを含むバン
ド要素とを含む。ループの各端部は、骨係止要素と接着状態で係合するようになっており
、組織捕捉領域がループの内側の領域として定義される。
【００１０】
（発明の実施の態様）
図１には本発明の柔組織固定アセンブリ（以下、単にアセンブリとも称する）の１実施例
が例示される。アセンブリ１０は、軸線Ｘに沿って前端部１４及び後端部１６間を伸延す
る細長の骨係止要素１２を含んでいる。骨係止要素１２は、その前端部１４位置に係止部
分１８を、また後端部１６位置には駆動部分１９を含んでいる。本実施例において、係止
部分１８からは脚部あるいはピン２０が伸延され、このピン２０が、以下に詳しく説明す
る、アセンブリにおける雌雄結合部の雄部分を形成する。係止部分１８は、その外側表面
のネジ溝あるいはバーブ２２によるなどして、この骨係止要素を組み込むところの骨を把
持するようになっている。本実施例において、係止部分１８とピン２０とは、骨係止要素
の前端部と後端部との間に位置付けられたハブにして、骨係止要素から半径方向外側に伸
延するハブ２４によって分離される。ハブ２４は、係止部分かあるいはピンの何れかの公
称直径よりも大きい直径を有し、それにより、１実施例においては、骨係止要素１２を骨
に組み込む間の骨係止要素１２のためのストッパとして作用する。
【００１１】
図１に例示されるアセンブリは、軸線Ｙに沿って各端部２８及び３０間を伸延する連結要
素２６も含まれる。好ましい実施例において、連結要素２６は支柱形態を有し、一方の端
部２８の位置に受け部分３２を有し、他方の端部３０の位置にキャップ３４を含むのが好
ましい。
【００１２】
　骨係止要素１２と連結要素２６とは、以下に詳しく説明するように、骨係止要素１２の
ピン２０の少なくとも一部分と、支柱形態の連結要素の受け部分３２とが、好ましくは超
音波溶接によって、患者のその場で相互に実質的に恒久的に付着されるようになっている
。かくして、各構成部品は共通の軸線、即ちＸ、Ｙに沿って伸延する状態で組み立てられ
、それにより、骨係止要素１２のハブ２４と、連結要素２６のキャップ部分３４との間に
、図４Ａ及び図４Ｂに最も良く示されるような組織捕捉領域３６を画定する。図４Ｂに仮
想線で示す柔組織セグメント３８は、アセンブリ１０の内部で、縫合糸その他の締着装置
を必要とすることなく、骨に固定された関係において、圧力及び摩擦力の組み合わせによ
って組織捕捉領域３６の内部に捕捉され且つその軽く押圧された状態で保持される。
【００１３】
図１のアセンブリの斜視図が図２に示される。支柱形態の連結要素の受け部分３２は、骨
係止要素のピン２０を収受する寸法とされた穿孔４０を有している。１実施例において、
穿孔４０は例えば、リブ、突出部分、あるいは棘状突起の形態を有する１つ以上のエネル
ギー配向体４２を含む。エネルギー配向体４２は、図３に最も良く示されるように、穿孔
の表面から半径方向に伸延され、図４Ａ及び図４Ｂに示すように、超音波溶接ホーン４４
からの超音波エネルギーを連結要素内に向けて集中させ、それにより、連結要素２６の穿
孔４０と、骨係止要素のピン２０との間に干渉を確立する。
【００１４】
他の実施例において、リブ、突出部分、棘状突起その他の形態を有するエネルギー配向体
４２が図１に示すように骨係止要素１２のピン２０の外側表面に位置付けられ、あるいは
追加される。
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図５、図６、図７には第２の実施例が、そして図８及び図９には第３の実施例が例示され
る。第２の実施例において、骨係止要素１２は、後端部位置あるいは後端部付近に位置付
けられたハブ２４にして、骨４８に端ぐりあるいは座ぐりした孔４６内に座着されるフラ
ンジ形態のハブ２４を含む。本実施例における骨係止要素は、雌雄結合部の雌部分を形成
し、連結要素２６を受けるようにした少なくとも１つの穿孔５０を含む。
【００１５】
連結要素２６は、図６に示すような、連結要素２６から半径方向に伸延する１つ以上のエ
ネルギー配向体４２を含む。支柱形態の連結要素のキャップ部分３４は、１つ以上のバー
ブ或は類似の構造部分５２を含み得る。構造部分５２はキャップ部分から組織捕捉領域３
６に向けて伸延され、この組織捕捉領域内に捕捉された柔組織に刺し通されあるいは貫入
され、それにより、柔組織の骨への固定を容易化するようになっている。
図８及び図９には本発明の他の実施例が示される。図８に示されるように、骨係止要素１
２は、図９に詳細を示すところのマルチプロング型の連結要素２６のプロングあるいは脚
部５４を受けるようになっている複数の穿孔５０を含んでいる。
【００１６】
図４Ａ及び図４Ｂには図１のアセンブリの使用状況が例示され、図７には図５のアセンブ
リの使用状況が例示されている。アセンブリの２つの構成部品は超音波溶接により患者の
その場で連結される。骨係止要素１２の係止部分１８は、骨に予め穿孔した孔に挿通され
且つねじ込まれる。所望であれば、係止部分１８は骨に予め孔を穿孔することなく骨に直
接挿通することができるよう、自己穿孔用の先端部を含むものとすることができる。骨係
止要素１２のピン２０は図４Ａに示すように、連結要素２６の受け部分３２に挿入される
。超音波溶接ホーン４４は連結要素２６との接触状態下に配置され、この超音波溶接ホー
ン４４と関連する１つ以上のトランスデューサ（図示せず）からの超音波エネルギーを連
結要素２６内に伝達する。骨係止要素１２は骨に固定されることで超音波溶接ホーン４４
のための静止アンヴィルとして作用し得、斯くして、骨係止要素も同様に静止状態に保持
される。あるいは、Ｌ型その他の好適な形状とした骨とアンヴィル構造部分とを使用して
、超音波エネルギーを比較的狭い範囲に提供させることができる。超音波溶接ホーン４４
からの超音波エネルギーを支柱形態の連結要素２６内に伝達することにより、連結要素が
図４Ｂに示すように矢印５６の方向において骨係止要素１２に関して振動する。連結要素
２６の、骨係止要素１２に対する相対移動、詳しくは、エネルギー配向体４２の静止状態
の構成部品の干渉部分での相対移動により生じる摩擦により、エネルギー配向体４２と、
静止部品の相当する干渉部分とが部分的に溶融し、溶接領域５８を創出する。
【００１７】
エネルギー配向体４２は、骨係止要素１２を強く且つ恒久的に連結要素２６に付着させる
任意の形態を有し得る。エネルギー配向体４２を、図２及び図３に例示するような軸線方
向のリブあるいは棘状突起に代えて、例えば、骨の表面上の螺旋状のリブあるいはネジ溝
若しくは、各構成部品上のピンの形態のものとすることができる。
【００１８】
ハブ２４とキャップ部分３４との間部分の領域は、図４Ａ及び図４Ｂに示す組織捕捉領域
３６を確定する。柔組織セグメント３８、例えば靱バンドは半径方向に伸延するハブ２４
とキャップ部分３４との間に保持され且つ軽くしかししっかりと押圧され、斯くして、骨
係止要素１２を組み込むところの骨に関して然るべく保持される。柔組織を然るべく保持
するための何らの縫合糸も不要であり、アセンブリ１０はその場で溶融されて単体部片と
なり、アセンブリの全ての部品は一体化され、相対移動することがない。柔組織セグメン
ト３８は非外力的な押圧によって組織捕捉領域３６内で保持され、斯くして、アセンブリ
を組み込むところの骨あるいはセンブリの何れかに関して相対移動することがない。
【００１９】
以下に説明するような柔組織固定アセンブリを使用して骨に柔組織を固定する方法もまた
、本発明の範囲内のものである。本方法に従えば、本明細書において開示される如き柔組
織固定アセンブリが１つ以上の柔組織のセグメントを骨その他の組織に固定するために提
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供される。骨係止要素１２の係止部分が、骨の所望の位置で予め穿孔したあるいは自己タ
ッピングした孔内に挿通される。連結要素２６は骨に挿通されるに際し、骨係止要素１２
と合着される。超音波溶接ホーン４４が連結要素２６と接触状態下に配置され、超音波エ
ネルギーが連結要素２６内に伝達されると、連結要素が、静止アンヴィル４５と接触しか
くして実質的に静止したままの骨係止要素１２に関して振動せしめられる。連結要素と骨
係止要素との相対移動により、エネルギー配向体４２と、各構成部品の相当する干渉部分
とが部分的に溶融し、溶接領域５８の位置でアセンブリの２つの構成部品を溶融あるいは
溶接し、柔組織セグメント３８が組織捕捉領域３６内に捕捉される。
【００２０】
アセンブリ１０は超音波溶接により連結され得る熱可塑性プラスチック材料から作製する
のが好ましい。所望であれば、骨係止要素１２の係止部分１８をもっと硬質の材料、例え
ばチタンで作成し、アセンブリが、骨に孔を穿孔及びタッピングするための自己穿孔式の
及び自己タッピング式の先端部を有する係止部分を含むようにすることができる。加えて
、連結要素２６もまたもっと硬質の材料、例えばチタンから作成し、この連結要素に超音
波及びあるいは振動エネルギーをより効率的に伝達させるようにすることもできる。
【００２１】
組織捕捉領域３６は、付着させるべき組織のための任意の適宜の寸法形状を有するべく設
計することができる。図１、図２、図３、図４Ａ及び図４Ｂに例示する１実施例において
、組織捕捉領域３６の寸法は、骨係止要素におけるハブ２４の位置により決定される。図
５～図９に例示する他の実施例では、組織捕捉領域の寸法は、各構成部品相互の浸入深さ
若しくは、係合の程度によって決定される。例えば、図５の実施例において、穿孔５０の
長さが連結要素の長さ未満である場合、連結要素の一部分は骨の孔の上方に伸延し、連結
要素の前記一部分を中心として半径方向に伸延する管状の組織捕捉領域を確定する。
【００２２】
　図１０には本発明の他の実施例が例示される。本実施例において、骨４８には１つ以上
の骨係止要素１２が組み込まれ、接着自在のバンド６０が骨係止要素１２に溶着され、か
くして、バンドと骨との間に図９に示すような組織捕捉領域３６を画定する。骨係止要素
１２は、バンド６０の端部を挿通する穿孔５０を含み、あるいは図１１に示す別態様にお
いては、ハブ２４の上方に軸線方向に伸延するピン６２を含み、バンド６０の各端部には
ピン６２に嵌合するべく設計された管状部分６４を設け得る。各構成部品、即ち、バンド
及び骨係止要素は、図１１、図１２及び図１３に示すような、これら構成部品の何れかあ
るいは両方に加えられるエネルギーを集中させるためのエネルギー配向体４２を含み得る
。エネルギー、例えば超音波エネルギーをバンド６０に加えると、バンドと骨係止要素と
が相対移動せしめられて局部的に溶融し、これら構成部品が相互に係合する位置において
相互に溶着する。斯くして、バンド６０は、その長さと、骨係止要素中への挿入深さとを
選択することにより、組織捕捉領域３６のための所望の引張力及びあるいは所望の寸法を
創出するべく設置され得る。
【００２３】
バンド６０は用途上の任意の好適な寸法形状のものとすることができる。図１２、図１３
に示すように、バンドは丸形あるいは平型のものであり得る。必要に応じて、１つ以上の
バンドを骨係止要素１２と共に使用することができる。
図１４には、アセンブリの更に他の実施例が例示され、バンドが、骨係止要素１２に溶着
されたループ６６にして、このループに囲まれた組織捕捉領域３６を確定するループ６６
の形態を有している。先の実施例に関連して説明したように、骨係止要素１２内部でのル
ープ端部６８及びあるいは穿孔５０は、エネルギー配向体４２を含み得る。更には、ルー
プ端部６８は、図１１の実施例に関連して説明したように、骨係止要素から軸線方向に伸
延する相当するピンに嵌合するための管状部分を含み得る。ループ形態のバンドは、丸形
あるいは平型その他の断面形状を有し得、バンド表面は、このバンド表面と接触する柔組
織セグメント３８に対する外傷を最小限とするような設計のものとされる。
【００２４】
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バンド及び骨係止要素は、超音波エネルギーあるいは熱エネルギーを適用するに際して相
互に溶着し得る熱可塑性プラスチック材料から作製するのが好ましい。
以上、本発明を実施例を参照して説明したが、本発明の内で種々の変更をなし得ることを
理解されたい。
【００２５】
（発明の効果）
従来装置の欠点を克服する、外科用の柔組織固定装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の１様相に従う柔組織固定アセンブリの側面図である。
【図２】　図１の柔組織固定アセンブリの斜視図である。
【図３】　図１柔組織固定アセンブリの支柱形態の連結要素の軸線方向からの平面図であ
る。
【図４Ａ】　図１の柔組織固定アセンブリの各構成部品の、組み立て前の分解図である。
【図４Ｂ】　図１の柔組織固定アセンブリの各構成部品の、組み立て後の分解図である。
【図５】　本発明の他の実施例に従う柔組織固定アセンブリの断面側面図である。
【図６】　図５の柔組織固定アセンブリの支柱形態の連結要素の斜視図である。
【図７】　図５の柔組織固定アセンブリの使用状況を例示するダイヤグラム図である。
【図８】　図５の柔組織固定アセンブリの別態様を示す断面側面図である。
【図９】　図８の柔組織固定アセンブリの支柱形態の連結要素の斜視図である。
【図１０】　多数の骨係止体を使用して柔組織を骨に付着させ、バンドが骨係止体内に結
合される本発明の別態様における側面図である。
【図１１】　バンドの管状部分と係合するためのピンを軸線方向に伸延させてなる骨係止
体の側面図である。
【図１２】　エネルギー配向体を含む、バンドの１形態の斜視図である。
【図１３】　別形態のバンドの斜視図である。
【図１４】　ループを骨係止要素と共に溶着させ、ループ内に組織捕捉領域を確定してな
る柔組織固定アセンブリの他の実施例の側面図である。
【符号の説明】
１０　柔組織固定アセンブリ
１２　骨係止要素
１４　前端部
１６　後端部
１８　係止部分
２０、６２　ピン
２２　バーブ
２４　ハブ
２６　連結要素
３２　受け部分
３４　キャップ部分
３６　組織捕捉領域
３８　柔組織セグメント
４０、５０　穿孔
４２　エネルギー配向体
４４　超音波溶接ホーン
４８　骨
５８　溶接領域
６０　バンド
６６　ループ
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